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牧場WEB視察研修会を開催！
̶ 宮崎県・（株）本部農場の取り組み ̶

地域交流牧場全国連絡会
令和3年3月発刊
DAIRY FARM NEWS

3
月号
2021

令和2年度家畜防疫対策

防疫ポスターの配布
について
⑴ 立入禁止ポスター
 ■無償配布：１会員につき４部
〈仕様〉
 ■A3判（A4判2枚張り合わせ）
 ■塩化ビニル製、裏面シール
 ■日本語、英語、中国語、韓国語

防疫ポスターの使用方法

⑵ 手洗い喚起ポスター
 ■無償配布：１会員につき２部
〈仕様〉
 ■A3判（A4判2枚張り合わせ）
 ■塩化ビニル製、裏面シール
 ■日本語、英語、中国語、韓国語

⑴ ポスターの確認
 Ａ４サイズ２枚１セット２種類のポスター
が同封されているかご確認下さい。

 ① 立入禁止ポスター

 ② 手洗い喚起ポスター

⑵ 張りつけ箇所の確認
 貼りつけ箇所を綺麗に拭き取り、乾燥した状態にしま
しょう。（油分や汚れがあると剥がれやすくなります。）

※用途に合わせ、①は牧場や牛舎の入り口など、 ②は手洗い水道の周辺
などがおすすめです。また、ポスターの素材は「塩化ビニル製」ですので、
雨などに強く、屋外でもご利用いただけます。

※中心で切れています。
　（2枚を並べて使用）

2枚×
4セット

2枚×
2セット

⑶ 張りつけ方
 ポスターの裏のシール台紙を剥がし、空気が入らない
よう、端から貼り付けて下さい。文字がズレやすいので
ご注意下さい。

交牧連ＨＰにてデータをダウンロードいただけます
ので、ご自由にご利用下さい。

https:www.dairy-farm.jp/

※有償追加配布の受付は終了しています。
　注文者の方には別途発送いたします。（入金確認後）
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日時：令和3年2月26日（金）13：00～15：30
手法：オンライン（ZOOMを使用）

　コロナ禍により会員の皆さんが集まる活動ができない状況が続いています。そうした中、令和3年2月
26日（金）、WEBを活用した新たな取り組みの一環として、「牧場WEB視察研修会」を開催しました。
視察先は宮崎県の（株）本部農場で、牧場をWEB中継で紹介してくださったのは本部昇さんです。
　研修当日、宮崎県はあいにくの雨でしたが、本部さんは片手に傘、片手に手振れ防止機器に取り付けた
スマートフォンを持って、牧場を回りました。司会進行の北出愛さん（北海道ブロック・山岸牧場）が、本部
さんと会話し、途中、参加者から「チャット」機能を使って寄せられた質問を投げかけながら進みました。
　牧場を一周した後は、参加者からの質問を受けながら、本部農場のあゆみや、本部さんの酪農への
思い、今後の展望などをお話しいただき、楽しく和やかな研修会を終えました。

（株）本部農場視察（WEB中継）

　新型コロナウイルス感染症が発生して1年。皆さんも、ZOOMを使った会議や研修にも少しずつ慣れてきたでしょうか。
　コロナ禍によってなかなか活動できない状況が続いていますが、今日は、本部さんにご協力いただき、みんなで（WEB
上で）宮崎県に行こうという企画を立てました。ぜひ楽しんでください。私自身も、本部さんの元気な姿と意気込みをたっぷり
楽しみたいと思います。 会長  渡辺隆幸  北海道ブロック・渡辺体験牧場

主催者挨拶

① 趣　旨 交牧連の会員及び関係団体の役職員がWEB上で集
まり、会員牧場の視察を通じて相互研鑽することで、
各々の酪農経営や業務の向上につなげる。

② 日　時 令和３年２月２６日（金）13：００～15：３０

③ 手　法 オンライン（ZOOMを使用）

④ 視察先 （株）本部農場（宮崎県児湯郡新富町）

⑤ 参加者 ４２名（交牧連会員、指定団体及び指定団体会員の
職員など）

⑥ プログラム

研修会の概要

牧場WEB視察研修会を開催！
̶ 宮崎県・（株）本部農場の取り組み ̶

　交牧連の会員の皆様は、酪農教育ファーム活動など、消費者に顔の見える活動を実践するという点で、理解醸成活動の
重要な「地域拠点」です。中酪としても引き続き支援させていただきたいと思っています。コロナ禍で、なかなか活動できない
状況が続いていると思います。各牧場で工夫しながら、できる範囲で活動を進めていただきつつ、コロナ禍だからこそ、今日
のようなWEBの活用も含め、交牧連の強みを生かして、皆さんでアイデアを出し合い、今後につながる活動をしていただければ
と思います。 （一社）中央酪農会議 業務部　部長  星井  久美子氏

来賓挨拶

家畜伝染病予防のため、牧場に入る車両や人は全てここを
通って消毒を行う。

トウモロコシのサイロが6基。 平成22年、口蹄疫が発生した年に完成。この他、古い40頭
牛舎もある。

10頭ダブル。現在、105頭ほどをここで搾乳している。

糞尿を固液分離機で分離。固形分は戻し堆肥に、液体分
はバイオガスプラントへ。

令和2年完成。各牛舎から出た糞尿を発酵させ、バイオガ
ス発電を行う。発酵残さは固液分離し、消化液は液肥に、
固形分は再生敷料になる。

堆肥が満杯になって通路まで使うこともあった
が、バイオガスプラントができてからは半分ほど
しか活用していない。

令和元年に完成。牛舎内の壁には換気扇がズラリ。

■先進事例がのぞけて大変満足。直接現地に行か
ずに視察が出来るので、今後にも期待。

■経営の数字的な面も含め貴重な情報を共有して
いただけたので参考になることが多かった。

■実際の視察などでは、案内して下さる方の近くに
いないと聞き洩らしてしまうような事でも、WEB
ではそのようなこともないんだなあ、と感じた。

■口蹄疫のお話で、実体験からくる防疫に対する
考えや重要性を聞けたことが良かった。

■お昼を食べながら、スタッフ達と参加。食べなが
ら、牧場の見学ができるなんて、なんだか不思議
だが楽しかった。

開始時 分
開会・事務連絡
挨拶
事務局による（株）本部農場の概要説明

事務連絡
閉会

内　容
13:00
13:10
13:20

13:35

15:25
15:30

10
10
15
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（株）本部農場の視察（WEB中継）
質疑応答

① 車両消毒装置（牧場入口） ② サイロ ③ フリーストール牛舎（80頭）

④ パーラー

⑤ ロボット搾乳牛舎

⑥ 糞尿槽

⑦ バイオガスプラント ⑧ 広い堆肥舎
参加者の感想（アンケートより抜粋）


